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本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
９
１
１
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
７
１
億
９
７

４
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
事

　

業　
　
　
　
　

２
５
９
０
万
円　
　

○
公
立
こ
ど
も
園
屋
外
環
境
整
備　

　

事
業

２
５
８
５
万
円

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　
　

 　
　
　
　

 

１
０
５
０
万
円

○
自
立
相
談
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
８
９
４
万
円

○
畜
産
農
家
経
営
継
続
支
援
事
業

３
７
５
１
万
円

○
地
域
経
済
と
く
ら
し
を
支
え
る　

　

商
品
券
事
業

　
　
　
　
　

１
億
９
０
０
０
万
円

○
武
富
溝
原
地
区
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

○
糸
満
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒　

　

学
習
支
援
事
業

１
０
６
７
万
円

　

本
件
は
、「
人
権
擁
護
委
員
法
」

第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き

委
嘱
さ
れ
る
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
、
渡
慶
次
英
子
氏
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

本
案
は
、「
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
第
８
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
、
市
長
の
任
命
に
よ
り
選

任
さ
れ
る
た
め
、
大
城
真
由
美　

氏
、
大
本
秀
子
氏
、
金
城
義
幸
氏
、

国
吉
真
昭
氏
、
久
保
田
政
子
氏
、

杉
本
雄
靖
氏
、
玉
城
正
智
氏
、
長

嶺
安
浩
氏
、
宮
里
良
淳
氏
、
百
次　

成
仁
氏
、
山
城
学
氏
、
山
城
弘
美

氏
の
12
名
の
委
員
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

本
決
算
の
概
要
は
、
歳
入
総
額

が
２
９
７
億
４
６
０
９
万
円
、
歳

出
総
額
が
２
９
１
億
４
４
７
６
万

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億

１
３
２
万
円
で
す
。
繰
越
明
許
費

繰
越
額
は
１
億
１
４
７
２
万
円
、

実
質
収
支
額
は
４
億
８
６
６
０
万

円
で
、
実
質
収
支
額
の
う
ち
基
金

繰
入
額
は
４
億
５
０
０
０
万
円
で

す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

糸
満
市
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　第６回定例会は、９月７日から９月28日までの22日間の日程で開催されました。
　同定例会には、市長から人権擁護委員候補者の推薦に関する諮問１件、令和元年度一般会計歳
入歳出決算などの認定８件、令和２年度一般会計補正予算（第５号）などの議案30件及び報告１
件の提出がありました。
　また、議員提出議案として意見書１件の提出がありました。
　議案等の処理結果については、12ページに掲載してありますので、御参照ください。

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （２）

令和２年第６回（９月）定例会

※千円未満の端数は切り捨てしています。
※水道事業会計、下水道事業会計の収益的収支額は、税込みの金額となっています。
※水道事業の資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2 億 8,581 万 1,692 円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 2,101　　　　
　万 7,093 円、減債積立金 3,657 万 6,126 円、建設改良積立金 2 億 2,000 万円、損益勘定留保資金 821 万 8,473 円で補填されています。　　　
※下水道事業の資本的収入額が資本的支出額に不足する額 6,360 万 7,330 円は、引継金 3,772 万 3,011 円及び当年度分損益勘定留保資金
　2,588 万 4,319 円で補填されています。　　

歳入 歳出 差引額

一般会計 29,746,092 29,144,768 601,323

人材育成事業特別会計 19,261 13,637 5,624

国民健康保険事業特別会計 7,995,822 7,733,418 262,403

介護保険特別会計 4,664,556 4,656,942 7,613

糸満漁港ふれあい公園事業特別会計 24,268 22,896 1,371

土地区画整理事業特別会計 58,121 44,806 13,315

後期高齢者医療特別会計 421,135 420,884 251

農業集落排水事業特別会計 587,616 584,713 2,903

水道事業会計
収益的収支 1,595,004 1,426,302 168,702

資本的収支 329,137 614,948 △ 285,811

下水道事業会計
収益的収支 1,150,624 1,132,870 17,754

資本的収支 493,109 556,716 △ 63,607

令和元年度　会計別決算状況 （単位：千円）



　

第
７
回
臨
時
会
は
、
10
月
15
日

に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
な
ど
の
議
案
４
件
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て

意
見
書
及
び
決
議
１
件
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
等
の
処
理
結
果
に
つ
い
て

は
、
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
御
参
照
く
だ
さ
い
。

　

本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
５
３
１
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
７
３
億
４
２

７
３
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
緊
急
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　

種
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

４
０
７
７
万
円

○
公
共
施
設
等
の
管
理
維
持
体
制

　

持
続
化
事
業

　
　
　
　
　
　

３
９
０
７
万
円

　

本
案
は
、
糸
満
市
立
小
中
学
校

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備

事
業
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
及
び

教
員
の
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
を
整
備

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
予
定
価
格

が
２
０
０
０
万
円
以
上
と
な
る
こ

と
か
ら
、「
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
」
第
３
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
25
日
（
水
）
に
、
第
７
回

臨
時
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
闘

鶏
を
禁
止
す
る
条
例
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
及
び
決
議
を
、
沖
縄

県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。
意
見
書
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）

いとまん市議会だより（３）  令和２年 12 月 7 日

令
和
２
年
第
７
回（
10
月
）

臨
時
会

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
糸
満

市
立
小
中
学
校
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
事
業
）

闘鶏を禁止する条例の制定を求める意見書

　糸満市内において傷ついた軍鶏（タウチー）が遺棄される事例が発生している。市内在の動物保護施設において、令
和２年９月現在90羽程度の軍鶏を保護している現状があり、本市において闘鶏を禁止する条例を制定するよう動物保
護施設関係者からの要請（議会・行政）が行われた。
　本市議会では、その実情を看過することはできず、令和元年12月定例会に取り上げ、願者への聞き取りや令和２年
１月に軍鶏が保護されている施設の視察を行った。願者からは、県内各地で闘鶏行為がある旨の訴えがあり、本市議会
において沖縄県や沖縄県警察本部へ質問書を提出し調査を行うとともに、市内での闘鶏行為の実態についての情報収集
に努めてきた。
　それらを踏まえ、現行法である「動物の愛護及び管理に関する法律」がある中で、各市町村が独自の条例を制定する
ことが可能かまたは望ましいのか、10か月余り議論してきた。この議論を通して、闘鶏を禁止するためには、一自治
体ではなく県内全体を対象とした条例制定しかないとの結論に至った。なお、全国においては、北海道・東京都・神奈
川県・石川県・福井県で闘鶏等を禁止する条例が策定されており、都道府県単位での禁止条例の制定は可能だと考える。
　また、この問題は、遺棄された軍鶏が感染症や、興奮をあおるための薬物を投与されている中で有害な病原菌に冒さ
れている可能性もあり、本市の畜産等に悪影響を与えかねない。さらに、ＳＮＳの中では、軍鶏もしくは闘鶏と検索す
ると沖縄県糸満市が数多く表示され、今後の観光産業にも風評被害が起こりかねない状況である。
　以上のことから、沖縄県内においては「動物の愛護及び管理に関する法律」及び「刑法」だけの対応ではなく、闘鶏
に特化した条例が必要だと考える。
　よって、本市議会は、沖縄県において闘鶏の実態調査や遺棄・虐待の抑止に対する広報なども行い、闘鶏を禁止する
条例を制定することを求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　令和２年10月 15日　
糸　満　市　議　会

意見書等
第７回臨時会では１件の意見
書等を可決しました。

意見書
第６回定例会では１件の意見書

を可決しました。
闘鶏を禁止する条例の制定を
求める意見書及び決議

新型コロナウイルス感染症の影
響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求め
る意見書

あて先：
沖縄県知事（意見書）、
沖縄県議会議長（決議）

あて先：
衆議院議長、参議院議長、内閣総
理大臣、内閣官房長官、総務大臣、
財務大臣、経済産業大臣、経済再
生担当大臣、まち・ひと・しごと創
生担当大臣

沖縄県議会議長への手交の様子 沖縄県環境部への手交の様子



　

①
Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
を
活
用

す
る
目
的
に
つ
い
て
。
②
ど
う

い
っ
た
内
容
の
契
約
か
伺
う
。

企
画
開
発
部
長　
①
活
用
目
的
に

つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
放
送
の
ｄ
ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
情
報
画
面
に
市
民
に
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
家
庭
や

ス
マ
ホ
及
び
パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な

い
住
民
に
市
か
ら
の
情
報
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

②
放
映
さ
れ
て
い
る
契
約
内
容
に

つ
い
て
は
、
９
月
か
ら
令
和
３
年

３
月
ま
で
お
試
し
期
間
と
し
て
半

年
間
の
無
料
の
利
用
申
請
を
行

い
、
現
在
糸
満
市
の
行
政
情
報
を

試
験
的
に
放
送
し
て
い
る
。
市
民

へ
の
周
知
と
し
て
、
広
報
い
と
ま

ん
９
月
号
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
Ｆ

Ｍ
た
ま
ん
の
市
役
所
だ
よ
り
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

金
城　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
市

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

　

①
オ
ー
プ
ン
後
の
評
判
に
つ

い
て
。
②
利
用
者
か
ら
改
善
点
は

上
が
っ
て
い
る
か
伺
う
。

経
済
部
長　
①
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
当
時
は
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
た

が
、
７
月
末
の
県
の
緊
急
事
態
宣

言
後
は
集
客
が
著
し
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。
②
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
滑

り
止
め
の
対
策
、
バ
ラ
市
場
の
遮

光
、防
雨
対
策
が
上
が
っ
て
お
り
、

今
議
会
で
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ

た
の
で
早
急
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
一
部
の
入
居
者
よ
り
通
行

止
め
の
開
放
が
で
き
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

金
城　
い
と
ま
～
る
の
前
に
大
き

な
駐
車
場
が
あ
る
が
、
周
辺
の
方

か
ら
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
話

が
あ
っ
た
。
周
辺
は
一
方
通
行
の

道
路
が
多
く
、
西
側
の
事
業
所
の

方
か
ら
西
側
の
一
部
を
開
け
て
入

り
口
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
あ
っ
た
が
、
聞
い
て
い
る
か
。

経
済
部
長　
一
方
通
行
の
件
に
つ

い
て
は
、
い
と
ま
～
る
の
管
理
者

か
ら
聞
い
て
お
り
、
今
後
調
整
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
城　
い
と
ま
～
る
前
の
市
道
の

通
行
止
め
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
あ
る
が
、
通
行
止
め

を
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

経
済
部
長　
通
行
止
め
を
解
除
し

た
場
合
に
は
バ
ラ
市
前
の
違
法
駐

車
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
す
ぐ
に

解
除
す
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
こ

う
い
っ
た
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
内

部
で
検
討
し
た
い
。

金
城　
通
行
止
め
に
よ
り
、
い
と

ま
～
る
南
側
の
角
の
駐
車
場
が
今

使
え
て
い
な
い
た
め
、
早
め
に
何

と
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

金城 一文 議員

金城 悟 議員

糸
満
市
場
い
と
ま
～
る

に
つ
い
て

Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
に

つ
い
て

利用者や周辺住民の利便性向上が求められる

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （４）

市政をた
だす

一 般 質 問

　令和２年第６回定例会では、９月16 日、17 日、18 日、23 日の４日間にわたり、18
人の議員が一般質問を展開しております。質問については、1 人1項目を要約して紹介し
ております。詳しい内容につきましては、市議会事務局や市立中央図書館に備えてありま
す会議録を御覧ください。なお、会議録は市議会ホームページからも御覧頂けます。



　

①
提
案
方
式
で
広
く
公
募
す
れ

ば
、
も
っ
と
有
利
な
価
格
で
販
売

で
き
た
可
能
性
を
な
ぜ
放
棄
し
た

の
か
。
②
上
原
昭
前
市
政
と
前
土

地
開
発
公
社
理
事
長
の
南
小
学
校

跡
地
の
販
売
手
法
は
理
解
に
苦
し

む
。
事
務
手
続
や
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
軽
視
し
、
行
政
運
営
の
不

透
明
性
に
よ
り
市
民
の
不
信
感
を

高
め
た
責
任
は
重
い
と
考
え
る
が

ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

総
務
部
長　
①
市
か
ら
土
地
開
発

公
社
へ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
隣

接
地
も
取
り
込
ん
だ
一
団
の
土
地

の
造
成
事
業
に
よ
る
秩
序
あ
る
地

域
の
宅
地
開
発
を
目
的
に
分
譲
依

頼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
隣

接
地
取
得
の
状
況
を
確
認
の
上
で

再
度
協
議
や
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
②
本
土
地
の
販
売
手
法
に
つ

い
て
は
、
市
公
有
財
産
管
理
運
用

委
員
会
で
の
承
認
内
容
や
、
市
土

地
開
発
公
社
に
お
け
る
分
譲
対
応

に
お
い
て
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
適
切
な
調
整
が

行
わ
れ
ず
処
分
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
過
程
が

き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
な
事

務
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
こ

と
が
市
民
の
不
信
感
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て

は
、
市
と
し
て
反
省
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

玉
城　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
市

の
考
え
方
を
確
認
し
た
い
。

副
市
長　

行
政
事
務
の
精
度
の

向
上
の
た
め
、
公
社
の
事
務
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
ま
た
役
所
内
の

事
務
の
精
度
向
上
に
今
後
と
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
経
緯
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
真
壁
前
田
原
線
は
平

成
20
年
度
に
真
壁
自
治
会
か
ら
、

舗
装
や
側
溝
の
修
繕
の
陳
情
を
受

け
て
い
る
。
検
討
の
結
果
、
真
壁

前
田
原
線
は
真
壁
小
学
校
の
通
学

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
舗
装
や
側
溝
の
修
繕
だ
け

で
な
く
、
歩
道
も
設
置
す
る
こ
と

で
平
成
27
年
度
補
助
事
業
を
取
り

付
け
て
い
る
。
延
長
７
６
０
メ
ー

ト
ル
、
２
メ
ー
ト
ル
の
片
側
歩
道

を
有
す
る
幅
員
、
８
・
５
メ
ー
ト

ル
の
道
路
と
し
て
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
28
年
度
か
ら
用
地
の
取

得
を
開
始
し
、
平
成
29
年
度
か
ら

工
事
を
始
め
て
い
る
。
８
月
末
時

点
で
の
進
捗
状
況
は
、
地
権
者
37

名
の
う
ち
28
名
の
方
と
契
約
済
み

で
執
行
率
75
％
と
な
っ
て
い
る
。

高
江　
残
り
の
地
権
者
に
対
し
て

は
集
団
で
事
業
説
明
を
行
っ
た
経

緯
は
あ
る
か
。

建
設
部
長　
残
っ
た
９
名
の
方
に

は
補
償
金
や
補
償
額
、
用
地
の
単

価
等
、
個
別
で
交
渉
に
当
た
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

高
江　
長
期
化
し
て
い
る
最
も
の

原
因
は
単
価
、
補
償
金
額
か
。

建
設
部
長　
地
権
者
の
相
続
や
補

償
金
額
等
の
用
地
交
渉
に
不
測
の

日
数
を
要
し
、
長
期
化
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

高
江　
今
後
こ
の
事
業
は
真
壁
地

区
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
だ
と
思
う
。
私
も
地
元
の
議

員
と
し
て
協
力
し
、
早
期
の
供
用

開
始
の
た
め
に
頑
張
る
の
で
、
建

設
課
も
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願
い

し
た
い
。
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民
か
ら
私
に
提
案
が
あ
っ
た
Ｑ
Ａ

Ｂ
の
デ
ー
タ
放
送
だ
が
、
確
か
に

広
報
に
も
載
せ
て
い
る
の
は
い
い

が
、
現
在
の
契
約
は
令
和
３
年
３

月
ま
で
し
か
な
い
。
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
人
た
ち
は
多
く
、
ｄ
ボ
タ

ン
で
糸
満
市
の
情
報
が
聞
け
る
た

め
、
契
約
内
容
を
変
更
し
４
月
か

ら
新
し
い
契
約
を
し
て
は
ど
う

か
。

企
画
開
発
部
長　
議
員
の
提
案
も

あ
り
、
Ｑ
Ａ
Ｂ
の
デ
ー
タ
放
送
に

つ
い
て
は
９
月
か
ら
試
験
放
送
を

行
っ
て
い
る
。
ｄ
ボ
タ
ン
を
使
っ

て
い
る
方
の
声
等
の
検
証
が
必
要

と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
辺
を
踏

ま
え
て
ま
た
次
年
度
以
降
は
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

玉城 安男 議員

高江　靖 議員

糸
満
南
小
学
校
跡
地
の

土
地
処
分
に
つ
い
て

市
道
真
壁
前
田
原
線
道

路
整
備
事
業
の
経
緯
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て

放送されている
データ画面

行政運営の透明性が求められる

整備中の市道真壁前田原線

いとまん市議会だより（５） 令和２年 12 月 7 日



　

南
部
病
院
跡
地
入
り
口
は
１
ト

ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
封
鎖
さ
れ
て
お

り
、
車
両
の
出
入
り
は
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
信
号
機
が
今
で
も
機

能
し
て
い
る
。
信
号
機
を
停
止
、

休
止
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

当
局
は
把
握
し
て
い
た
か
伺
う
。

市
民
健
康
部
長　
当
該
箇
所
に
つ

い
て
は
、
南
部
病
院
移
転
後
に
現

地
に
て
状
況
の
確
認
を
し
、
把
握

し
て
い
る
。

哲
郎　
私
は
糸
満
警
察
署
に
要
請

書
を
出
し
て
お
り
、
署
員
は
糸
満

市
と
協
議
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
休
止
で
は
な
く
、
点
滅
式
に

し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

市
民
健
康
部
長　
撤
去
等
が
実
施

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
点
滅
に
よ
り

対
処
し
て
も
ら
う
よ
う
糸
満
警
察

署
に
依
頼
し
た
。

哲
郎　
警
察
と
の
協
議
の
中
、
移

設
を
考
え
て
い
る
か
と
思
う
が
、

市
当
局
と
し
て
は
、
ど
こ
に
移
設
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①
１
校
当
た
り
の
年
間
経
費
。

②
小
中
学
校
の
年
間
水
泳
授
業
時

間
。
③
直
近
に
建
設
さ
れ
た
プ
ー

ル
の
建
設
費
用
。
④
学
習
指
導
要

領
水
泳
指
導
に
お
い
て
小
学
校

５
、６
年
生
の
市
内
児
童
の
達
成

度
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
②
小
学
校
で
約
８
か
ら

10
時
間
、
中
学
校
で
約
10
か
ら
14

時
間
で
あ
る
。
④
小
学
校
５
年
生

男
子
で
61
％
、
女
子
で
55
％
、
小

学
校
６
年
生
男
子
で
80
％
、
女
子

で
74
％
の
児
童
が
達
成
し
て
い

る
。

教
育
委
員
会
総
務
部
長　
①
１
校

当
た
り
約
46
万
円
で
あ
る
。
③
糸

満
南
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
費
用

が
９
２
２
４
万
円
で
あ
る
。

金
城　
本
市
の
プ
ー
ル
の
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
総
務
部
長　
学
校
施

設
の
目
標
使
用
年
数
は
原
則
80
年

目
標
に
し
て
い
る
。
ま
た
20
年
周

期
で
大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
う

計
画
で
あ
る
。

金
城　

提
案
だ
が
、
こ
れ
か
ら

は
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
を
行
わ

ず
、
改
修
が
出
た
時
点
で
児
童
生

徒
の
プ
ー
ル
授
業
は
バ
ス
を
運
行

さ
せ
、
西
崎
温
水
プ
ー
ル
を
活
用

す
れ
ば
経
費
は
か
な
り
抑
え
ら
れ

る
。
浮
い
た
経
費
で
、
水
泳
専
門

の
指
導
員
を
配
置
し
て
指
導
に
当

た
ら
せ
れ
ば
担
任
も
助
か
る
。
児

童
生
徒
の
上
達
度
も
上
が
る
、
ま

さ
に
一
石
二
鳥
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。
担
任
１
人
で
二
、三
十
人

も
指
導
と
な
る
と
、
本
当
に
現
場

は
大
変
だ
と
思
う
。
実
際
に
、
現

場
の
先
生
方
か
ら
一
番
多
か
っ
た

意
見
が
、
専
門
の
水
泳
指
導
員
を

派
遣
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
で
あ

る
。
ぜ
ひ
費
用
対
効
果
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　

第
４
弾
の
内
容
を
伺
う
。
①
庁

舎
管
理
に
つ
い
て
。
②
消
防
施
設

及
び
救
急
車
両
に
つ
い
て
。
③
学

校
施
設
・
中
央
図
書
館
に
つ
い

て
。
④
児
童
生
徒
学
習
支
援
に
つ

い
て
。
⑤
畜
産
農
家
経
営
継
続
支

援
に
つ
い
て
。
⑥
緊
急
対
応
型
雇

用
創
出
延
長
に
つ
い
て
。

市
長　
⑤
肉
用
子
牛
生
産
農
家
及

び
ヤ
ギ
生
産
農
家
に
飼
料
購
入
費

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
長　
③
市
内
小
中
学
校
に
マ

ス
ク
等
の
衛
生
用
品
を
整
備
、
ま

た
非
接
触
型
体
温
計
を
計
２
９
３

台
購
入
す
る
。
中
央
図
書
館
で
は

図
書
消
毒
機
を
導
入
、
ま
た
次
亜

塩
素
酸
水
生
成
装
置
と
超
音
波
噴

霧
器
を
導
入
し
、
閉
館
後
無
人
状

態
の
館
内
を
除
菌
消
臭
す
る
。

総
務
部
長　
①
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ア

ク
リ
ル
パ
ネ
ル
の
設
置
、
非
接

触
型
体
温
計
及
び
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
整
備
、
そ
れ
に
伴
う
人

員
の
配
置
及
び
換
気
対
策
な
ど
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。

消
防
長　
②
顔
認
識
検
温
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
、
救
急
車
用
オ
ゾ
ン

ガ
ス
除
染
装
置
３
台
、
可
搬
式
オ

ゾ
ン
ガ
ス
発
生
装
置
１
台
を
整
備

す
る
。

教
育
委
員
会
指
導
部
長　
④
市
内

全
小
中
学
校
に
学
習
支
援
員
を
配

置
し
、
遅
れ
た
学
習
を
取
り
戻
し

学
び
の
保
障
に
つ
な
げ
て
い
く
。

建
設
部
長　
⑥
本
事
業
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
、
就
労
機
会
を
失
っ

た
市
内
在
住
者
を
復
職
で
き
る
ま

で
の
期
間
雇
用
す
る
も
の
で
あ

る
。
10
月
以
降
も
引
き
続
き
、
道

路
及
び
公
園
環
境
美
化
対
策
と
し

て
雇
用
す
る
。

金城 敏 議員

金城　寛 議員

玉城 哲郎 議員

市
内
小
中
学
校
の
水
泳

指
導
と
プ
ー
ル
の
在
り

方
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
対
策（
第
４
弾
）に

つ
い
て

南
部
病
院
跡
地
前
の
信

号
機
に
つ
い
て

西崎温水プールを活用し、水泳指導員の確保を

十分な新型コロナウイルス対策を

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （６）



　

①
児
童
虐
待
死
事
案
に
対
す
る

市
長
の
見
解
を
伺
う
。
②
児
童
虐

待
防
止
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
②
社
会
全
体
と
し
て
子
供

を
虐
待
か
ら
守
り
、
そ
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
全

て
の
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

の
力
で
子
供
と
家
庭
を
支
え
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
児

童
虐
待
防
止
条
例
の
制
定
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
部
長　
①
千
葉
県
野
田
市
の

小
４
女
児
虐
待
死
事
件
は
本
当
に

痛
ま
し
い
事
件
で
、
大
切
な
子
供

の
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
は
痛
恨
の

極
み
で
あ
り
、
本
児
の
御
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
衷
心
よ

り
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
案
が
二
度
と
繰
り
返
さ

れ
ぬ
よ
う
、
再
発
防
止
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
全
て
の
子

供
と
、
そ
の
家
庭
に
必
要
な
支
援

を
行
う
た
め
、
今
年
度
か
ら
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置

し
て
い
る
。

浦
崎　
當
銘
市
政
に
な
っ
て
謝
罪

を
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
担
っ
て
い
く
立
場
を
重
く

受
け
止
め
て
行
政
を
行
っ
て
い
る

の
だ
と
思
う
。
県
は
条
例
を
制
定

し
て
い
る
が
、
県
下
の
地
方
自
治

体
で
条
例
が
制
定
さ
れ
れ
ば
初
め

て
の
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
に

制
定
す
る
と
い
う
目
標
が
あ
れ
ば

伺
う
。

福
祉
部
長　
令
和
３
年
度
中
の
策

定
を
め
ど
に
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

第
４
弾
の
緊
急
対
策
事
業
の
特

色
に
つ
い
て
伺
う
。　

市
長　
第
４
弾
の
特
色
と
し
て
、

市
内
小
中
学
校
や
各
公
共
施
設
等

の
感
染
防
止
対
策
の
取
組
を
強
化

し
て
い
く
。
ま
た
地
域
経
済
と
市

民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
新

た
な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

発
行
す
る
。
さ
ら
に
市
民
や
事
業

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
水
道
料
金
の
５
割
減
免
を

２
か
月
間
延
長
、
そ
の
他
畜
産
農

家
の
支
援
策
な
ど
、
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

玉
村　
今
回
の
第
４
弾
の
事
業
に

冷
蔵
・
冷
凍
移
動
販
売
車
購
入
支

援
事
業
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
魚

介
類
の
販
売
も
い
い
が
、
農
協
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
野
菜
類
、
果
物

類
、
生
鮮
食
品
の
販
売
車
も
購
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

経
済
部
長　
現
在
、
農
協
の
ほ
う

で
独
自
に
移
動
販
売
車
が
あ
り
、

県
内
各
地
農
村
部
を
中
心
に
移
動

販
売
車
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

玉
村　
高
齢
者
は
外
に
買
物
に
行

く
の
に
も
大
変
で
、
特
に
農
村
地

域
で
は
大
変
で
あ
る
。
で
き
る
だ

け
生
鮮
食
品
、
精
肉
も
一
緒
に
販

売
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
れ
ば
、
こ
の
事
業
は
よ
り
い
い

事
業
に
な
る
と
思
う
。
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玉村 清 議員

浦崎 暁 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

児
童
虐
待
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

第４弾緊急対策の商品
券事業のチラシ

南部病院跡地
前の信号機の
休止を

児童虐待防止条例の制定を

いとまん市議会だより（７）  令和２年 12 月 7 日

し
た
ほ
う
が
い
い
か
考
え
は
あ
る

か
。

市
民
健
康
部
長　
こ
れ
ま
で
糸
満

小
学
校
正
門
前
や
セ
ブ
ン
―
イ
レ

ブ
ン
真
栄
里
東
店
前
交
差
点
な
ど

へ
設
置
要
請
を
し
て
い
る
が
、
糸

満
警
察
署
に
お
い
て
把
握
し
て
い

る
優
先
度
の
高
い
箇
所
へ
の
設
置

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

哲
郎　
今
後
南
部
病
院
跡
地
は
何

も
活
用
さ
れ
る
予
定
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
信
号
機
の
撤
去

の
願
い
を
出
し
た
と
い
う
こ
と

か
。

市
民
健
康
部
長　
跡
地
利
用
に
つ

い
て
正
確
な
話
を
聞
い
て
い
な

い
。
現
状
、
信
号
機
を
設
置
し
て

お
く
よ
り
も
、
市
と
し
て
優
先
度

の
高
い
と
こ
ろ
に
移
設
し
た
ほ
う

が
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。



　

こ
れ
ま
で
、
移
管
さ
れ
た
市
道

（
旧
国
道
３
３
１
号
）
で
は
冠
水

は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

国
道
３
３
１
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
た
め
に
被
害
が
出
て
お
り
、

国
が
整
備
す
る
べ
き
と
思
う
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長　
南
部
国
道
事
務
所
に

お
い
て
側
溝
や
浸
透
池
な
ど
の
排

水
施
設
の
容
量
等
、
現
在
再
調
査

中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
国
に
お

い
て
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
冠
水

問
題
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。
市
と
し
て
も
冠
水
問
題
の

解
消
に
向
け
、
国
に
対
し
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

徳
元　
国
道
事
務
所
は
、
冠
水
箇

所
の
浸
透
池
の
と
こ
ろ
で
何
か
機

械
ら
し
き
も
の
を
設
置
し
て
い
る

が
何
を
設
置
し
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　
冠
水
対
策
と
し
て
調

査
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
雨
量
計

を
最
近
設
置
し
て
い
る
。

徳元 敏之 議員

　

真
栄
里
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
ま
た
分
譲
に
向
け
た
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

企
画
開
発
部
長　
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
物
流
企
業
を
中
心
に

幅
広
い
産
業
の
集
積
を
検
討
し
て

い
く
。
分
譲
に
向
け
た
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
在
の
計
画
で
令

和
６
年
度
か
ら
の
分
譲
開
始
に
向

け
、
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
垣　
上
原
昭
前
市
長
が
打
ち
出

し
た
真
栄
里
物
流
団
地
構
想
は
引

き
継
ぐ
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

企
画
開
発
部
長　
こ
れ
ま
で
策
定

し
た
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
に

基
づ
き
物
流
企
業
を
中
心
に
幅
広

い
産
業
の
集
積
を
検
討
し
て
い
く
。

新
垣　
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
し
か
し
、
市
長
は
あ
れ
だ
け

物
流
団
地
構
想
に
対
し
て
批
判
し

て
き
た
。
物
流
企
業
を
中
心
に
進

め
て
い
く
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

企
画
開
発
部
長　
基
本
構
想
、
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
物
流
企
業
を

中
心
に
幅
広
い
産
業
の
集
積
も
検

討
し
て
い
く
。

新
垣　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
入

れ
た
理
由
を
伺
う
。

企
画
開
発
部
長　
本
事
業
は
沖
縄

県
環
境
影
響
評
価
条
例
の
対
象
要

件
に
該
当
す
る
の
で
入
れ
て
い
る
。

新
垣　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結

果
も
出
て
い
な
い
の
に
市
長
は
騒

音
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
私
の
ほ
う
に
は
通
学
路
、

学
校
周
辺
等
、
渋
滞
し
た
と
き
の

排
気
ガ
ス
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が

あ
っ
た
の
で
そ
れ
も
含
め
て
提
言

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ミ
ー
カ
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
、
糸
満
海
人
（
ウ
ミ
ン
チ
ュ
）

の
漁
労
具
に
つ
い
て
、
国
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

31
年
３
月
に
ミ
ー
カ
ガ
ン
及
び
製

作
具
一
式
を
市
指
定
民
俗
文
化
財

に
指
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
保
管
す
る
糸
満
海
人
工
房

資
料
館
に
は
、
ミ
ー
カ
ガ
ン
の
ほ

か
に
も
糸
満
海
人
が
製
作
・
使
用

し
て
き
た
漁
労
具
が
多
数
保
管
、

展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資

料
は
海
の
ま
ち
糸
満
を
語
る
上
で

極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
ま

た
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

大
い
に
生
か
し
て
い
き
た
い
財
産

で
も
あ
る
。
今
後
は
関
係
機
関
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

漁
労
具
の
国
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

幸
盛　
世
界
に
誇
る
ミ
ー
カ
ガ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
糸
満
海
人
の
漁

労
具
、
こ
の
先
人
た
ち
の
知
恵
と

匠
の
技
、
そ
こ
に
息
づ
い
て
き
た

文
化
を
後
世
に
伝
え
残
す
、
つ
な

い
で
い
く
、
日
本
の
宝
と
し
て
い

く
、
こ
の
こ
と
は
今
を
生
き
る

我
々
の
み
な
ら
ず
、
次
世
代
に
希

望
の
光
彩
を
放
っ
て
い
く
、
本
市

に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
国
の
文
化
財
指
定
に
向
け
て

は
、
市
長
が
先
頭
に
な
っ
て
早
い

時
期
に
文
化
庁
に
対
し
、
糸
満
市

の
意
向
を
伝
え
要
請
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
長　
早
い
時
期
に
要
請
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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金城 幸盛 議員

新垣 勇太 議員

文
化
振
興
に
つ
い
て

公
開
討
論
会
及
び
後
援

会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
発
言
に
つ
い
て

国
道
３
３
１
号（
摩
文
仁

み
な
み
の
里
前
）冠
水
対

策
に
つ
い
て

糸満海人の漁労具を国重要有形民俗文化財へ

土地利用計画が策定されている真栄里地区

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （８）



　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
休
業

に
よ
る
各
学
年
の
学
習
の
保
障
を

ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
伺

う
。
①
教
育
委
員
会
の
考
え
方
。

②
各
学
校
の
対
応
。
③
授
業
内
容

の
消
化
の
た
め
、
深
ま
り
の
な
い

詰
め
込
み
学
習
に
な
ら
な
い
か
懸

念
さ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
④
中
学
３
年
生
は
高
校

受
験
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
現
状

で
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家

計
が
逼
迫
し
学
習
塾
に
も
行
け
な

い
家
庭
が
増
え
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
を

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
指
導
部
長　
①
文
部

科
学
省
で
は
、
今
年
度
、
学
校
教

育
法
施
行
規
則
で
定
め
る
標
準
授

業
数
を
下
回
っ
た
場
合
で
も
、
次

年
度
以
降
を
見
通
し
た
教
育
課
程

の
編
成
や
学
校
の
授
業
に
お
け
る

学
習
活
動
の
重
点
化
を
図
る
な

ど
、
特
例
的
な
対
応
も
認
め
て
お

り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
で
き

る
限
り
時
数
を
確
保
し
、
学
習
活

動
の
重
点
化
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
②
学
習
活
動
の
重
点
化

を
図
っ
た
上
で
、
短
縮
授
業
や
時

間
割
の
見
直
し
、
ま
た
学
習
支
援

員
な
ど
を
活
用
し
て
学
習
の
保
障

に
つ
な
げ
て
い
く
。
③
で
き
る
限

り
授
業
時
数
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
時
数
内
で
児
童
生

徒
が
学
習
内
容
の
理
解
が
進
む
よ

う
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
向
け
た
指
導
方
法
の

工
夫
・
改
善
を
図
り
な
が
ら
授
業

を
進
め
て
い
く
。
④
日
頃
の
授
業

の
中
で
受
験
対
策
を
行
っ
て
い
く

が
、
生
徒
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

な
ど
を
考
慮
し
て
、
例
え
ば
補
習

や
個
別
指
導
、
学
習
支
援
員
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
交
流
拠
点
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺

う
。

建
設
部
長　
沖
縄
振
興
特
定
事
業

推
進
費
市
町
村
補
助
金
を
活
用
し

た
整
備
が
で
き
な
い
か
、
内
閣
府

と
事
前
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

社
会
全
体
の
流
れ
を
見
て
も
観
光

や
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
施
設
整
備

で
は
機
動
性
が
弱
い
な
ど
の
理
由

で
採
択
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

新
垣　
屋
内
多
目
的
ド
ー
ム
の
建

設
は
事
業
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ

る
の
か
伺
う
。　

建
設
部
長　
沖
縄
振
興
特
定
事
業

推
進
費
市
町
村
補
助
金
の
活
用
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
先
送
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

新
垣　
そ
う
す
る
と
６
月
定
例
会

で
可
決
し
た
５
０
０
０
万
円
の
予

算
は
ど
う
な
る
の
か
。

建
設
部
長　
他
事
業
も
鑑
み
補
正

で
減
額
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
垣　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
糸

満
市
民
も
感
染
者
が
１
０
０
名
以

上
出
て
い
る
。
屋
内
多
目
的
ド
ー

ム
の
建
設
に
係
る
５
０
０
０
万
円

の
予
算
を
感
染
者
の
方
々
の
宿
泊

ま
た
は
医
療
施
設
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ロ
ッ
ジ
糸
満
の
施
設
改
築

に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
開
発
部
長　
現
在
、
ス
ポ
ー

ツ
ロ
ッ
ジ
糸
満
の
軽
症
者
受
入
施

設
改
修
整
備
に
つ
い
て
、
国
と
事

前
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

新
垣　
予
算
を
振
り
替
え
る
こ
と

は
可
能
か
。

企
画
開
発
部
長　
沖
縄
振
興
特
定

事
業
推
進
費
を
活
用
で
き
な
い
か

国
と
調
整
し
て
い
る
。
こ
の
補
助

事
業
が
取
れ
れ
ば
５
０
０
０
万
円

の
活
用
は
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
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新垣 安彦 議員

金城 敦 議員

摩文仁の市道の冠水状況

西
崎
運
動
公
園
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

整備が検討されているスポーツロッジ糸満

児童生徒の学習の保障が求められる

いとまん市議会だより（９）  令和２年 12 月 7 日

徳
元　
国
道
事
務
所
は
浸
透
池
を

造
っ
た
が
末
端
が
な
く
、
冠
水
し

た
水
は
一
旦
は
浸
透
池
に
た
ま
る

が
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
逆
に

市
道
側
で
冠
水
す
る
。
開
通
前
は

冠
水
が
な
く
迂
回
で
き
た
が
、
今

回
は
区
長
や
摩
文
仁
の
住
民
が
通

行
止
め
や
交
通
整
理
を
朝
早
く
か

ら
行
っ
て
い
た
。
そ
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長　
去
る
５
月
２
日
、
６

日
の
大
雨
時
に
浸
透
池
か
ら
越
流

し
て
い
る
状
況
は
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
摩
文
仁
の
区
長
か
ら
も

写
真
の
提
供
も
あ
っ
た
。
国
に
お

い
て
は
調
査
中
と
の
こ
と
で
、
今

後
市
と
し
て
も
協
力
し
な
が
ら
整

備
が
進
む
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。



　

近
年
の
自
然
災
害
に
よ
る
多
大

な
被
害
状
況
を
鑑
み
る
と
、い
つ
、

ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、
市
と
し
て
考
え
得
る

最
大
の
方
法
で
備
え
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
総
務
課
の
防
災
係
を
防

災
課
に
し
、
さ
ら
な
る
防
災
力
の

強
化
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
支
援

に
向
け
た
取
組
等
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
防
災
課
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
緊
急
時
の
災
害
対
応
の
み

な
ら
ず
、
自
主
防
災
組
織
の
支

援
、
防
災
士
の
育
成
、
避
難
所
の

備
蓄
整
備
な
ど
、
平
時
に
お
い
て

も
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
、

日
々
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
重

要
性
が
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
ま

た
私
も
防
災
士
の
一
人
と
し
て
防

災
行
政
の
強
化
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
。
そ
の
た
め
次
年
度
の
組
織

機
構
に
お
い
て
防
災
課
の
設
置
が

　

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

暴
力
の
連
鎖
を
生
ま
な
い
よ
う
児

童
虐
待
防
止
条
例
で
市
の
方
針
を

し
っ
か
り
定
め
る
と
話
し
て
い
る

が
市
の
条
例
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　
現
時
点
に
お
い
て
、

本
市
の
児
童
虐
待
防
止
条
例
は
制

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
必
要

性
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
社

会
全
体
と
し
て
子
供
を
虐
待
か
ら

守
り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
、
全
て
の
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
力
で
子

供
と
家
庭
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
児
童
虐
待
防
止

条
例
の
制
定
に
向
け
て
作
業
に
取

り
組
む
。

国
吉　
千
葉
県
野
田
市
に
お
け
る

児
童
虐
待
事
件
に
関
し
て
、
本
市

か
ら
野
田
市
へ
の
報
告
は
ど
の
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
か
。

市
民
健
康
部
長　
平
成
29
年
８
月

と
10
月
に
、
妹
の
低
体
重
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
担
当
課
か
ら
野
田

市
に
提
供
し
て
い
る
。

国
吉　
本
当
に
悲
し
く
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
事
件
だ
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
痛
ま
し
い
事
件
を
担
当

し
た
職
員
に
対
し
て
、部
長
は
し
っ

か
り
と
ケ
ア
で
き
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
こ
の
事
件
も
含
め
て

組
織
で
対
応
し
て
い
る
。
い
ろ
ん

な
提
言
を
頂
い
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
そ
の
体
制
を
取
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
吉　
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、

本
市
と
し
て
は
報
告
も
行
っ
て
い

る
。
大
き
な
問
題
も
な
い
中
で
、

本
市
が
お
わ
び
を
す
る
と
い
う
の

は
、
私
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は

な
い
と
思
う
。

　

よ
な
バ
ル
Ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｏ
ｕ
ｔ
マ

ル
シ
ェ
と
は
何
か
伺
う
。

経
済
部
長　
感
染
防
止
対
策
を
図

り
な
が
ら
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ

ニ
ュ
ー
の
販
売
を
行
い
、
参
加
店

舗
の
所
得
の
向
上
に
取
り
組
む
事

業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
開
始
し

た
事
業
で
あ
り
、
主
催
は
与
那
原

飲
食
店
マ
ル
シ
ェ
の
会
と
な
っ
て

お
り
、
与
那
原
町
が
後
援
団
体
と

な
っ
て
い
る
。
９
月
13
日
開
催
の

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
与
那
原
町
内

の
８
つ
の
飲
食
店
が
出
店
し
、
東

浜
野
球
場
駐
車
場
に
お
い
て
販
売

を
行
っ
て
い
た
。
特
徴
と
し
て

は
、
調
理
は
各
店
舗
で
行
い
、
会

場
で
は
受
渡
し
の
み
を
行
う
も
の

で
、
対
面
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ

と
で
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
感

染
防
止
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
新
た
な
販
売
形

態
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
る
。

上
原　
当
日
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に

行
っ
て
き
た
が
、
飲
食
店
の
頑
張

る
姿
に
刺
激
を
受
け
た
。
こ
の
よ

う
な
魅
力
的
な
事
業
が
本
市
で
も

開
催
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
。
同

イ
ベ
ン
ト
は
住
民
か
ら
の
声
で
開

催
し
た
も
の
で
、
行
政
は
後
方
支

援
を
し
て
い
た
。
本
市
で
も
市
内

の
飲
食
店
に
情
報
提
供
し
、
こ
う

い
っ
た
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

な
い
か
と
働
き
か
け
て
い
る
方
が

い
る
。
ぜ
ひ
そ
の
形
が
出
来
上

が
っ
た
際
に
は
、
市
の
後
方
支
援

を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

経
済
部
長　
事
業
者
か
ら
ま
だ
正

式
な
声
は
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た

話
が
あ
れ
ば
、
市
と
し
て
場
所
や

機
材
の
提
供
な
ど
、
で
き
る
限
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。
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上原 勝 議員

国吉 武光 議員

伊敷 郁子 議員

よ
な
バ
ル
Ｔａ
ｋｅ
ｏ
ｕ
ｔ

マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て

糸
満
市
長
選
挙
立
候
補
予

定
者
の
討
論
会
に
つ
い
て

防
災
課
の
設
置
に
つ
い
て

11月15日に行
われたいとまん
飲食店テイクア
ウトマルシェの
チラシ

11月の児童虐待防止推進月間に行われたパネル展

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （10）



　

過
去
の
一
般
質
問
で
も
同
問
題

を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
本
市
の

公
園
は
、
都
市
計
画
法
の
基
準
を

超
え
て
い
る
た
め
、
同
法
で
の
補

助
事
業
の
取
付
け
は
で
き
な
い
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同

法
以
外
の
補
助
事
業
、
防
衛
省
の

民
生
安
定
施
設
の
助
成
事
業
等
を

模
索
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

た
。
そ
こ
で
伺
う
。
防
衛
省
の
民

生
安
定
施
設
の
助
成
予
算
で
多
目

的
利
用
の
で
き
る
屋
外
運
動
場
の

整
備
が
可
能
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

市
長　
篤
志
家
か
ら
市
へ
寄
附
の

申
出
が
あ
っ
た
字
大
里
地
内
の
土

地
に
お
け
る
公
園
整
備
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
防
衛
省
の
補
助
事

業
採
択
の
可
能
性
を
高
め
る
た

め
、
大
里
自
治
会
及
び
沖
縄
防
衛

局
と
調
整
を
重
ね
、
次
年
度
の
事

業
採
択
に
向
け
、
今
年
の
５
月
に

沖
縄
防
衛
局
へ
補
助
事
業
計
画
書

を
提
出
し
て
い
る
。

西
平　
こ
の
事
業
に
係
る
総
事
業

費
の
内
訳
、
補
助
の
負
担
割
合
に

つ
い
て
伺
う
。

企
画
開
発
部
長　

実
施
設
計
費

が
３
３
２
万
円
、
工
事
費
が
１
９

４
３
万
円
、
合
計
で
２
２
７
６
万

円
。
そ
の
う
ち
の
３
分
の
２
が
防

衛
省
の
補
助
事
業
、
残
り
３
分
の

１
が
自
治
会
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

西
平　
３
分
の
１
は
自
治
会
負
担

と
い
う
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
旧
役

所
跡
の
整
備
、
西
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
な
ど
都
市
公
園
法
で
の
公
園

整
備
は
、
ほ
と
ん
ど
市
が
主
体
と

な
っ
て
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
大

里
は
基
地
の
麓
に
あ
り
、
い
ろ
ん

な
弊
害
を
受
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
市

が
３
分
の
１
を
負
担
す
る
よ
う
な

事
業
に
し
て
ほ
し
い
。

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

伊
敷　
女
性
の
視
点
を
必
ず
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
防
災
課
の
職

員
の
中
に
女
性
を
配
置
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　
災
害
時
の
対
応
と
し

て
女
性
の
視
点
は
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
が
、
配
置
に
つ
い
て

は
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、
非
常
参

集
へ
の
対
応
や
場
合
に
よ
っ
て
は

現
場
出
動
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
限
ら
れ
た

人
員
配
置
の
中
で
十
分
に
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
敷　
他
市
町
村
で
は
女
性
職
員

を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
ぜ
ひ
先
進
事
例
等
含
め
検
討

し
て
ほ
し
い
。
市
民
が
安
心
し
て

糸
満
市
に
住
め
る
、
そ
う
い
う
確

固
た
る
課
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

西平 賀雄 議員

篤
志
家
か
ら
市
へ
寄
附

の
申
出
が
あ
っ
た
土
地

に
つ
い
て

防災訓練の様子

市へ寄附の申出のあった当該土地

いとまん市議会だより（11）  令和２年 12 月 7 日

糸満市議会のホームページで本会議の映像が視聴できます。

○ 12月定例会を傍聴される方々へのお願い
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議会の傍聴を希望される方々におかれましては、
次のことについて御協力のほど、よろしくお願いいたします。
　○ 咳エチケット、マスク着用等の感染予防をお願いいたします。
　○ 傍聴席入口前のアルコール消毒液にて手指の消毒、または手洗い等をお願いいたします。
　○ 発熱、風邪症状などで体調が優れない方は傍聴を御遠慮願います。

糸満市のホームページから糸満市議会の本会議（ライブ・録画）を視聴することができます。
詳しくは市議会のホームページに掲載されておりますので、御確認ください。
また、過去の会議録の検索・閲覧や議会だよりについても掲載されておりますので御利用ください。

市議会HPアドレス　http://www.city.itoman.lg.jp/bunya/gikai/
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事件番号 件　　　　名 議決結果

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

認定第１号 令和元年度糸満市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定第２号 令和元年度糸満市人材育成事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 〃

認定第３号 令和元年度糸満市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〃

認定第４号 令和元年度糸満市介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 〃

認定第５号 令和元年度糸満漁港ふれあい公園事業特別会計歳入歳
出決算の認定について 〃

認定第６号 令和元年度糸満市土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〃

認定第７号 令和元年度糸満市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について 〃

認定第８号 令和元年度糸満市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 〃

議案第61号 令和元年度糸満市水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について

原案可決
及び認定

議案第62号 令和元年度糸満市下水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について 〃

議案第63号 令和２年度糸満市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第64号 令和２年度糸満市人材育成事業特別会計補正予算（第
１号） 〃

議案第65号 令和２年度糸満市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） 〃

議案第66号 令和２年度糸満市介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第67号 令和２年度糸満漁港ふれあい公園事業特別会計補正予
算（第１号） 〃

議案第68号 令和２年度糸満市土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号） 〃

議案第69号 令和２年度糸満市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） 〃

議案第70号 令和２年度糸満市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号） 〃

議案第71号 令和２年度糸満市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第72号 令和２年度糸満市下水道事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第73号 糸満市税条例の一部を改正する条例について 〃

議案第74号 糸満市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 〃

議案第75号 糸満市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について 〃

議案第76号 糸満市農業委員会委員の任命について 同　意

議案第77号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第78号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第79号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第80号 糸満市農業委員会委員の任命について 同　意

議案第81号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第82号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第83号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第84号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第85号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第86号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第87号 糸満市農業委員会委員の任命について 〃

議案第88号 製造請負契約について（（仮称）糸満市文化・平和・観光
振興センター展示製作委託） 原案可決

議案第89号 市道路線の認定について 〃

議案第90号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 〃

議 員 提 出 
議案第15号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提
出について

〃

新型コロナウイルスによる減収の受入民家救済措置構
築についての嘆願 採　択

武富地域に小学校設置を求める陳情書 〃

糸満市認可外保育施設の子どもたちへの格差是正につ
いて沖縄県認可外保育施設園長サミット２０２０「４
つの決議」より（陳情）

〃

介護（事業者・従事者）への助成金（給付金）支給適用に
ついて（要請） 〃

闘鶏を禁止する条例の制定について（要請） 不採択

県産品の優先使用について（要請） 採　択

県産品奨励月間に伴う「地元産品奨励及び地元企業優
先使用」の要請について 〃

糸満漁港への新市場整備に伴う関連施設整備等への支
援について（要請） 〃

首里城再建のため台湾産桧材の輸出許可を求める陳情
書 継続審査

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転について、国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採
択を求める陳情（「新しい提案」実行委員会提出）

〃

公契約条例の制定を求める陳情 〃

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県
外・国外移転について、国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採
択を求める陳情（全国青年司法書士協議会提出）

〃

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関
する陳情 〃

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基
づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直し
を国に求める意見書を提出する事を求める陳情書

〃

和光地蔵尊の移転と戦後処理について（陳情） 〃

◆◆◆　令和２年　第７回臨時会議案等処理結果　◆◆◆
事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第91号 令和２年度糸満市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第92号 令和２年度糸満漁港ふれあい公園事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第93号 財産の取得について（糸満市立小中学校学習者用タブレット端末整備事業） 〃

議案第94号 専決処分の承認について（糸満市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例） 承　認

議 員 提 出 
議案第16号 闘鶏を禁止する条例の制定を求める意見書及び決議の提出について 原案可決

いとまん市議会だより 令和２年12月7日 （12）




